
質問回答

2016年 2月 8日
「（案件名）ミャンマー国MRTV能力向上プロジェクト」
（公示日：2016年 1月 27日／公示番号：151183 ）について、業務指示書に関する質問と回答は以下のとおりです。

通番号 当該頁項目 質問 回答

1 ◆業務指示書

【第 2 業務の目的・
内容に関する事項】

2．プロジェクトの概
要

（４）活動の概要

◆配布資料

別添 3

業務指示書では【成果３に係る活動】として3-1から3-5
までの 5 項目が記載されていますが、配布資料別添 3
の PDMでは 3-1から 3-6までの 6項目が記載されて
います。具体的には、以下の通り、配布資料別添 3 の
PDM の項目 3-5 が業務指示書から削除されていま
す。

◆業務指示書

3-4 MRTV の番組制作部門が、日本の番組制作の実
例に基づく日本人専門家の指導を受けつつ、国民の啓

発を目的とした番組を制作する。

3-5 MRTV の番組制作部門が、自ら国民の啓発を目
的として番組を制作する。

◆配布資料別添 3の PDM
3-4 MRTV の番組制作部門が、日本の番組制作の実
例に基づく日本人専門家の指導を受けつつ、国民の啓

発を目的とした番組を制作する。

3-5 MRTV の番組制作部門が、日本の番組制作の実

業務指示書を正とさせていただきます。

PDM（RD 署名版）と RD を改めて添付させていただき
ます。



例に基づく日本人専門家の指導を受けつつ、国民への

正確・中立・公正な情報提供を目的とする番組を制作

する。

3-6 MRTV の番組制作部門が、自ら国民の啓発を目
的として番組を制作する。

業務指示書と配布資料別添 3の PDMのどちらが正と
なりますでしょうか。

2 ◆業務指示書

第９ プロポーザル

の評価

１ プロポーザルの

評価基準

（２）評価対象とする

業務従事者の予定

人月数

評価対象とする業務従事者の予定人月数が

11.00M/M と記載されていますが、評価対象業務従事

者の予定人月が全体 90.0M/M に対して 11.00M/M と
いうのは少なすぎると思われますので、これは全体人

月に対してではなく、第 1年次の約 27.5M/Mに対する
評価対象業務従事者の予定人月の目途と理解してよ

ろしいでしょうか。

ご理解の通り、全体人月に対してではなく、第 1 年次の

予定人月約 27.5M/M に対する評価対象業務従事者の予定

人月の目途が 11.00M/M となります。

3 業務指示書 6, 7 ペー
ジ

第９ プロポーザルの

評価

１プロポーザルの評価

基準

（２）評価対象とする業

務従事者の予定人月

数

当該の予定人月数、11.00 M/M となっていますが、これは１
年間あたりの目安でしょうか、それともプロジェクトトータル

（＝４年間）の数字でしょうか？

上記 2の回答と同じになります。

4 業務指示書 6, 7ペー 当財団では、業務管理グループを形成し、総括の他に、副 業務管理グループを形成し、副総括を配置する場合、そ



ジ

第９ プロポーザルの

評価

１プロポーザルの評価

基準

（１）評価対象とする業

務従事者の担当分野

放送局運営、番組制

作

総括/機材管理の担当者を提案しようと計画しています。この
副総括/機材管理の人月は、上記の評価対象とする業務従
事者の予定人月 11.00 M/Mに、カウントできますか？

の人月は評価対象とする業務従事者の予定人月にカウン

トされます。

5 業務指示書 25, 26 ペ
ージ

「プロジェクト事業完了報告書については製本することとし、

その他の報告書は簡易製本とする」とあるが、1 年次～3 年
次のプログレス・レポートは、製本する必要はないか。

簡易製本でお願いいたします。

6
以 上



実施機関: 情報省, ミャンマーラジオテレビ局  (MRTV)
本事業の受益者（ターゲットグループ）：放送局運営、機材管理、番組制作、報道を担当するMRTVの職員

協力期間：4年間

プロジェクトサイト：タッコン（MRTV本局）、ヤンゴン（MRTV支局）

指標 指標データ入手手段 外部条件 Achievement Remarks

①　MRTVの視聴者の増加
②　MRTVの放送内容の信頼性に対する視聴者の認識の変化

・MRTVの視聴者数調査記録
・MRTVの放送内容
・視聴者対象の聞き取り調査

①MRTV職員による放送内容が、プロジェクト開始時と比して改善さ
れる。

②MRTVにおいて、番組制作ガイドラインが作成され、遵守される。
③MRTV職員が倫理規範及び記者ハンドブックの内容を理解し、国
民の人権に配慮しつつ、公正な報道を行う .
④MRTVにおいて、放送機材運用・維持管理マニュアルにしたがっ
て、放送機材運用・維持管理が行われる。

・放送機材運用・維持管理記録
・MRTVの番組制作記録
・視聴者対象の聞き取り調査
・MRTVの番組放送記録

MRTVの職員のうちプロジェクト期間
内に研修を受けた職員が、MRTVに
在籍している。

成果１： MRTVにおいて、公共放送局化に向けた組織運営
上の課題が明確化され、同課題解決のための対処
方針及び組織ビジョンが纏められる。

①公共放送局化に向けた課題、同課題に対する対処方針、及び組織
ビジョンがMRTV及び情報省の中で共有される。
②MRTVの公共放送局化に向けた中長期ロードマップ(予算計画含
む）が作成される。

・MRTV及び情報省の、公共放送局化に関する記
録・計画文書
・中長期ロードマップ（予算計画書含む）

成果２： MRTVにおいて、職員の放送機材運用・維持管理
にかかる能力が向上する。

①現状の放送機材運用・維持管理にかかる職員体制およびそれぞ
れの役割が明確化される。
②MRTVが目標とする放送機材運用・維持管理にかかる要員計画が
具体化される。
③目標とする要員計画に基づき、適切な要員配置が実施される。
④OJT成果確認チェックリストによる記録が日常的に実施され、必要
に応じて新しいチェック項目が追加される。
⑤放送機材の維持管理計画が作成され、運用されている。
⑥放送機材の維持管理状況について記録簿が作成され、経常的に
更新されている。
⑦放送機材運用・維持管理マニュアルが作成される。

・放送機材運用・維持管理にかかる要員計画
・OJT実施記録
・OJT成果確認チェックリスト
・放送機材運用・維持管理マニュアル
・放送機材の維持管理計画
・放送機材維持管理状況の記録簿

成果３： MRTVにおいて、番組制作を担当する職員の番組
制作能力が向上する。

①現状の番組制作にかかる職員体制およびそれぞれの役割が明確
化される。
②MRTVが目標とする番組制作にかかる要員計画が具体化される。
③目標とする要員計画に基づき、適切な要員配置が実施される。
④OJT成果確認チェックリストによる記録が日常的に実施され、必要
に応じて新しいチェック項目が追加される。
⑤番組制作ガイドラインが作成され、運用される。

・番組制作にかかる要員計画
・番組制作OJT実施記録
・OJT成果確認チェックリスト
・番組制作ガイドライン
・番組制作記録

成果４： MRTVにおいて、報道担当者のプロフェッショナリズ
ム（正確・公正な報道）に関する意識が向上する。

①現状の報道にかかる職員体制およびそれぞれの役割が明確化さ
れる。
②MRTVが目標とする報道にかかる要員計画が具体化される。
③目標とする要員計画に基づき、適切な要員配置が実施される。
④報道担当者向け倫理規範が作成される。
⑤記者ハンドブックが作成される。
⑥独自報道への意識が高まる。

・放送にかかる要員計画
・報道にかかるOJTの実施記録
・報道担当者向け倫理規範
・調査報道の実施記録
・記者ハンドブック
・独自報道への意識調査

活動 1-1: ミャンマー国のメディアの現状を把握するとともに、
MRTV及びその聴衆・視聴者にかかるベースライン
データを収集・分析する。

案件名：ミャンマーMRTV能力強化プロジェクト

MRTVによって、正確・公平・中立な情報が国民に届けられる。

プロジェクト目標

MRTVにおいて、正確・中立・公正な情報を国民に届けるメディアに必
要とされる人材が育成される。

MRTVの職員のうちプロジェクト期間
内に研修を受けた職員が、MRTVに
在籍している。

投入：

（日本側）

1. 日本人専門家

投入：

（ミャンマー側）

　

1. カウンターパート
- プロジェクトディレクター：MRTV総裁

Project Design Matrix
Version 0
Dated 15 December, 2014

プロジェクト要約

上位目標：



活動 1-2: MRTVが、各国の公共放送局に関する情報を収集
する。

活動 1-3: MRTVが、公共放送局化に向けた課題（持続的な
経営を可能とする予算措置を含む）を抽出する。

活動 1-4: MRTVが、公共放送局化するための課題への対処
方針を作成する。 前提条件

活動 1-5: MRTVが、公共放送局化するための組織ビジョンを
作成する。

活動 1-6: MRTVが、公共放送局化に向けた中長期ロードマッ
プを作成する。

活動 2-1: MRTVの機材担当部門が、放送機材の運用及び維
持管理にかかる課題を分析する。

活動 2-2: MRTVの機材担当部門が、日本人専門家の助言を
踏まえつつ、放送機材の運用及び維持管理にかか
る職員向けのOJTを実施する。

活動 2-3: MRTVの機材担当部門が、OJTの結果を踏まえ、
放送機材の運用及び維持管理にかかるマニュアル
を作成する。

活動 3-1: MRTVの番組制作部門が、良質な番組を制作する
にあたっての課題を分析する。

活動 3-2: MRTVの番組制作部門が、日本人専門家の助言を
踏まえつつ、番組制作の基礎研修及びOJTを実施
する。

活動 3-3: MRTVの番組制作部門が、OJTの結果を踏まえ、
番組制作ガイドラインを作成する。

課題と対応策

活動 3-4: MRTVの番組制作部門が、日本の番組制作の実例
に基づく日本人専門家の指導を受けつつ、国民の
啓発を目的とした番組を制作する。

活動 3-5: MRTVの番組制作部門が、自ら国民の啓発を目的
とした番組を制作する。

活動 4-1: MRTVの報道担当部門がMRTVの報道にかかる現
状と課題を分析する。

活動 4-2: MRTVの報道担当部門において、日本人専門家の
助言を踏まえつつ、報道担当者へのOJTを実施す
る。

活動 4-3: MRTVが、OJTの結果を踏まえ、報道担当者向け
の倫理規範を作成する。

活動 4-4: MRTVが、日本人専門家の助言を踏まえつつ、（選
挙等の）OJTを通じて独自の視点に基づく報道を実
施する。

活動 4-5: MRTVが、OJTの結果を踏まえ、自ら独自の視点に
基づく報道を実施する。

活動 4-6: MRTVの報道担当部門が、OJTの結果を踏まえ、
記者ハンドブックを作成する。

2. 本邦研修

3. 機材供与等

- プロジェクトディレクター：MRTV総裁
- プロジェクトマネージャー：MRTV副総裁
- ワーキンググループメンバー

2. 施設と機材
(1) MRTVにおける関連施設と機材

3. ローカルコスト

MRTVを公共放送局化するという政
策が維持される。
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